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１．これまでの検討経緯



福山都市圏自転車走行空間整備計画（平成21年度）

◆検討項目
①自転車ネットワークの計画のあり方
②自転車走行空間の確保
③既存の道路空間を有効に活用した戦略的な整備計画
④駐輪対策
⑤自転車ルール・マナーの向上

国道２号試験施工区間
アンケート調査
（平成21年度）

１．１．これまでの検討経緯これまでの検討経緯

▼自転車走行空間整備計画の検討経緯と枠組み

・福山都市圏交通円滑化総合計画（H13）に基づき、平成20年度より福山都市圏自転車走行空

 間整備懇談会を設置し、整備計画を検討

 

・福山都市圏交通円滑化総合計画（H13）に基づき、平成20年度より福山都市圏自転車走行空

 間整備懇談会を設置し、整備計画を検討

（１）検討の経緯

福山都市圏交通円滑化総合計画 （平成13年度）

【主体施策：ベスト運動】
公共交通利用、自転車利用、相乗り、時差出勤

【主体施策：ベスト運動】
公共交通利用、自転車利用、相乗り、時差出勤

福山都市圏自転車
走行空間整備懇談会
（平成20～21年度）

歩道・自転車走行空間に
関するアンケート調査

（平成20年度）

自転車通行環境整備モデル地区
ワークショップ・社会実験

（国道２号福山駅前地区：平成20年度）



１．１．これまでの検討経緯これまでの検討経緯

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画の目標

・福山都市圏自転車走行空間整備計画では、“自転車の似合うまち福山”を将来像として設定
・自転車利用の増加（1.3倍）、自転車事故率の削減（0.8倍）を目標値として設定
・福山市中心部約160ｋｍをネットワーク路線に抽出

・福山都市圏自転車走行空間整備計画では、“自転車の似合うまち福山”を将来像として設定
・自転車利用の増加（1.3倍）、自転車事故率の削減（0.8倍）を目標値として設定
・福山市中心部約160ｋｍをネットワーク路線に抽出

【目標の設定】

指標１：モニタリング箇所の自転車交通量指標１：モニタリング箇所の自転車交通量
（平均）（平均）

【モニタリング指標】

指標２：モニタリングエリアの事故率指標２：モニタリングエリアの事故率
（事故件数／平均交通量）（事故件数／平均交通量）

【目指すべき将来像】“自転車の似合うまち

 

福山”

【目標年次】

 

平成３１年（２０１９年）※１０年後

【目

 

標】

 

①自転車の利用を １．３倍にする

②自転車の事故率を ０．８倍にする

（２）福山都市圏自転車走行空間整備計画

▼自転車ネットワーク整備計画



１．１．これまでの検討経緯これまでの検討経緯

▼これまでの整備実施状況

・計画策定後、国土交通省では平成２３年３月に国道２号（郵便局前～府中別れ）の自転車歩行

 者道内の明示の整備を実施

 ・福山市では平成２３年５～６月に福山駅箕島線（ローズコム西～野上町交番前）の自転車レーン

 社会実験を実施

 

・計画策定後、国土交通省では平成２３年３月に国道２号（郵便局前～府中別れ）の自転車歩行

 者道内の明示の整備を実施
・福山市では平成２３年５～６月に福山駅箕島線（ローズコム西～野上町交番前）の自転車レーン

 社会実験を実施

（３）整備の実施状況

平成２１年度 平成２２年度
平成２３年度

平成２４年度
４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

国土交通省

（福山河川

国道事務所）

広島県

（東部建設事務所）

福山市

国道２号の整備

福山鞆線の整備

福山駅箕島線の整備

自転車走行位置の明示
／府中分れ交差点～郵便

 

局前交差点（上り）

自転車レーン社会

 

実験／ローズコム

 

西～野上町交番

 

前
５～６月

福
山
都
市
圏
自
転
車
走
行
空
間
整
備
計
画

自転車レー

 

ン整備工事

 

／郵便局前

 

～野上町交

 

番前
～8月

自転車走行位置の明示
／千間土手中～福山新橋

 

西詰め（上・下）

自転車走行

 

位置の明示
／府中分れ

 

交差点～郵

 

便局前交差

 

点（下り）

自転車啓発

 

帯／工事着

 

工予定



本日の議題本日の議題

●●国道２号（福山郵便局前～府中分かれ）の国道２号（福山郵便局前～府中分かれ）の
 整備効果について整備効果について

・国道２号整備効果の分析結果について
・課題への対応について

●自転車利用促進策について●自転車利用促進策について
・利用促進の考え方について
・自転車利用促進策メニューについて



２．国道２号（福山郵便局前～府中分かれ）
 

の整備効果について



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼国道２号整備状況

・自転車・歩行者の交通量が管内で最も多い区間であることなどから、「自転車通行環境整備モ

 デル地区」に選定され、北側歩道において、既存の自転車歩行車道の路面に区画線、路面標

 示及び分離案内板を設置し、自転車と歩行者の通行位置を明示している。

 

・自転車・歩行者の交通量が管内で最も多い区間であることなどから、「自転車通行環境整備モ

 デル地区」に選定され、北側歩道において、既存の自転車歩行車道の路面に区画線、路面標

 示及び分離案内板を設置し、自転車と歩行者の通行位置を明示している。

（１）国道２号の整備状況

写真① 写真②

写真③ 写真④

写真⑤ 写真⑥

アンケート調査およびビデオ撮影により効果を計測

① ② ③ ④ ⑥⑤

※図中の丸数字は写真撮影位置

整備延長

 

Ｌ＝約1,200ｍ



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼評価項目と検証手法

・整備による効果として、分離による現象面の変化（分離の効果）に加えて、安全性、快適性の向

 上や利用意識の変化について動画分析及びアンケート調査により把握、検証を実施

 

・整備による効果として、分離による現象面の変化（分離の効果）に加えて、安全性、快適性の向

 上や利用意識の変化について動画分析及びアンケート調査により把握、検証を実施

（２）効果検証の考え方

▼調査実施箇所
【参考】エリア毎の整備状況

エリアＡ エリアＢ エリアＣ

エリアＢ１ エリアＢ２

路面標示 分離案内板

Ａ・Ｃ 10ｍ間隔 20ｍ間隔

Ｂ１
交差点出入口のみ

（約10ｍ間隔で２箇所）
設置無し

Ｂ２
交差点出入口のみ

（約15ｍ間隔で２箇所）

交差点出入口のみ

（東端に１箇所）

目標 評価項目 調査方法
調査時点

事前 直後 １年後

対
象
区
間
の

走
行
性
の
評
価

分離効果
遵守率／自転車走行軌跡 動画分析（MRF） ○ ○ ○

通行位置の認知度／遵守状況／誘導の適切さ アンケート ○ ○

安全性・快適性向

 
上

走行速度／歩行者と自転車の交錯機会
（近接距離）頻度／バス停等の挙動

動画分析（MRF） ○ ○ ○

利用者が感じる安全性 アンケート ○ ○

利用者が感じる快適性 アンケート ○ ○

包
括
的

 

な
評
価

利用意識の変化 経路選択の変化／ルールの認知度 アンケート ○

利用機会の変化 自転車利用機会の増加 アンケート ○

：ビデオ調査（動

 

画分析）箇所

：アンケート調査

 

箇所



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について
（３）効果検証の方法

▼動画分析（MRF）

◆整備前後の利用実態を定量的に把握するため、ビデオ調査

 
を実施し、交通量・挙動を分析

・調査箇所：３箇所４画角
・調査日

 

：【事前】

 

平成23年1月12日（水）
【事後】

 

平成23年2月16日（水）
【１年後】平成24年1月18日（水）

・調査時間：【ピーク】7:00～9:00（2時間）
【オフピーク】13:00～15:00（2時間）

エリアA

エリアB1
エリアB2

エリアC

▼アンケート調査

エリアA エリアB1 エリアB2 エリアC

◆自転車・歩行者から見た整備の誘導効果、安全性・快適性等

 
の変化、意識の変化等を把握

・調査対象：国道２号整備区間を通行する歩行者・自転車
・調査箇所：３箇所
・調査日

 

：【直後調査】

 

平成23年2月16日（水）
【１年後調査】平成24年1月18日（水）

・回収数

 

：【直後調査】

 

自転車：529票／歩行者：354票
【１年後調査】自転車：188票／歩行者：157票

エリアＡ

エリアＢ

エリアＣ

エリアA エリアB エリアＣ

・自転車歩行者の挙動等の変化を把握するため、３箇所で動画分析（ビデオ調査）を実施
・利用者からみた安全性・快適性の評価、意識等の変化を把握するためアンケート調査を実施

・自転車歩行者の挙動等の変化を把握するため、３箇所で動画分析（ビデオ調査）を実施
・利用者からみた安全性・快適性の評価、意識等の変化を把握するためアンケート調査を実施

 

《動画分析イメージ》



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼遵守状況（アンケート調査結果）

・自転車は直後、１年後とも約８０％～９０％となっている
・歩行者は直後、１年後とも約７０％でエリアB及びCでは若干遵守率が上昇している

・自転車は直後、１年後とも約８０％～９０％となっている
・歩行者は直後、１年後とも約７０％でエリアB及びCでは若干遵守率が上昇している

（４）遵守状況

直後 １年後

自
転
車
利
用
者

歩
行
者

Ｑ）：自転車と歩行者の分離に従って通行しましたか？

85%

85%

86%

85%

11%

8%

4%

9%

4%

7%

9%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=336）

エリアB（自転車）（N=98）

エリアC（自転車）（N=95）

合計（自転車）（N=529）

従った 分からない 従わなかった

73%

61%

58%

71%

21%

13%

12%

20%

6%

26%

31%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（歩行者）（N=305）

エリアB（歩行者）（N=23）

エリアC（歩行者）（N=26）

合計（歩行者）（N=354）

従った 分からない 従わなかった

82%

90%

82%

84%

8%

4%

13%

9%

10%

6%

5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=79）

エリアB（自転車）（N=48）

エリアC（自転車）（N=61）

合計（自転車）（N=188）

従った 分からない 従わなかった

73%

67%

78%

72%

20%

27%

13%

21%

7%

6%

9%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（歩行者）（N=75）

エリアB（歩行者）（N=49）

エリアC（歩行者）（N=32）

合計（歩行者）（N=156）

従った 分からない 従わなかった

85%

85%

86%

85%

11%

8%

4%

9%

4%

7%

9%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=336）

エリアB（自転車）（N=98）

エリアC（自転車）（N=95）

合計（自転車）（N=529）

従った 分からない 従わなかった



午前（ピーク時） 午後（オフピーク時）

自
転
車
利
用
者

歩
行
者

２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼遵守状況（動画分析結果）

・事前と比較して自転車利用者、歩行者とも遵守率が概ね向上し、約７０％～８０％となっている
・特にエリアB２の自転車において大きく向上している

・事前と比較して自転車利用者、歩行者とも遵守率が概ね向上し、約７０％～８０％となっている
・特にエリアB２の自転車において大きく向上している

（４）遵守状況
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223
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207207
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237
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２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼安全性の向上（アンケート調査結果）

・半数以上が安全になったと回答
・自転車、歩行者とも直後に比べて１年後は「どちらでもない」の回答が増加している
（整備後１年が経過したことにより整備による印象が弱くなったことが、要因として推察される）
・危険になった理由としては「案内板が危険・邪魔」が多い

・半数以上が安全になったと回答
・自転車、歩行者とも直後に比べて１年後は「どちらでもない」の回答が増加している
（整備後１年が経過したことにより整備による印象が弱くなったことが、要因として推察される）
・危険になった理由としては「案内板が危険・邪魔」が多い

（５）安全性の向上

直後 １年後

自
転
車
利
用
者

歩
行
者

Ｑ）：歩行者と自転車の通行帯を分離することで安全になったと思いますか？

76%

73%

69%

74%

10%

14%

17%

12%

14%

12%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=336）

エリアB（自転車）（N=98）

エリアC（自転車）（N=95）

合計（自転車）（N=529）

安全になった どちらでもない 危険になった

70%

70%

73%

70%

15%

17%

19%

16%

15%

13%

8%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=305）

エリアB（自転車）（N=23）

エリアC（自転車）（N=26）

合計（自転車）（N=354）

安全になった どちらでもない 危険になった

41%

49%

61%

49%

34%

36%

26%

32%

25%

15%

13%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（自転車）（N=80）

エリアB（自転車）（N=47）

エリアC（自転車）（N=61）

合計（自転車）（N=188）

安全になった どちらでもない 危険になった

45%

70%

56%

55%

41%

26%

38%

36%

13%

4%

6%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアA（歩行者）（N=75）

エリアB（歩行者）（N=50）

エリアC（歩行者）（N=32）

合計（歩行者）（N=157）

安全になった どちらでもない 危険になった

10%

5%

1%

0% 5% 10% 15%

分離案内板が危険・邪魔

幅員が狭くなる

その他

N=529

11%

3%

2%

0% 5% 10% 15%

分離案内板が危険・邪魔

幅員が狭くなる

その他

N=354

9%

9%

2%

0% 5% 10% 15%

分離案内板が危険・邪魔

幅員が狭くなる

その他

N=188

4%

3%

2%

0% 5% 10% 15%

分離案内板が危険・邪魔

幅員が狭くなる

その他

N=157

※全回答者数に対する各選択肢の

 

回答割合

【危険になったと感じる理由】

※全回答者数に対する各選択肢の

 

回答割合

【危険になったと感じる理由】

※全回答者数に対する各選択肢の

 

回答割合

【危険になったと感じる理由】

※全回答者数に対する各選択肢の

 

回答割合

【危険になったと感じる理由】



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼誘導方法の適切さ（アンケート調査結果）

・どのデバイスも約７０％以上が分りやすいと回答した
・路面のマークの評価が最も低く「目立たない」・「汚れている」などの理由が挙げられている

・どのデバイスも約７０％以上が分りやすいと回答した
・路面のマークの評価が最も低く「目立たない」・「汚れている」などの理由が挙げられている

（６）誘導方法の適切さ

分かりやすさ（１年後のみ） 分かりにくい理由

自
転
車
利
用
者

歩
行
者

＜舗装・白線＞ ＜路面標示＞ ＜案内板＞

＜舗装・白線＞ ＜路面標示＞ ＜案内板＞

Ｑ）：舗装や路面標示、案内板はわかりやすいと思いますか？

69%

62%

73%

3%

5%

3%

7%

12%

11%

4%

5%

2%

16%

15%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

舗装・白線（N=189）

路面のマーク（N=189）

案内板（N=188）

分かりやすい やや分かりやすい どちらでもない

やや分かりにくい 分かりにくい

61%

52%

71%

7%

8%

4%

10%

16%

11%

4%

6%

3%

18%

18%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

舗装・白線（N=157）

路面のマーク（N=157）

案内板（N=157）

分かりやすい やや分かりやすい どちらでもない

やや分かりにくい 分かりにくい

19
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1

2

0 10 20 30

色やデザインが目立たない

意味が分かりにくい

汚れていて分かりにくい

位置が悪い

小さい

数が少ない

その他

N=39

16

2
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6
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色やデザインが目立たない

意味が分かりにくい

汚れていて分かりにくい

位置が悪い

小さい

数が少ない

その他

N=38
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8
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位置が悪い

小さい

数が少ない

その他

N=25
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1
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色やデザインが目立たない
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位置が悪い

小さい

数が少ない

その他

N=35
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意味が分かりにくい

汚れていて分かりにくい
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数が少ない

その他

N=22
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汚れていて分かりにくい
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小さい

数が少ない

その他

N=39



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について

▼各種調査結果の一覧

・遵守率が概ね向上するとともに、安全性・快適性が向上したとの意見が得られた
・また、自転車の利用ルールや利用促進の啓発効果もあるものと考えられる
・一方、路面マークの汚れ等の目立たなさや案内板の安全性、整備から１年が経過したことによ

 る印象の低下などの課題が挙げられた

 

・遵守率が概ね向上するとともに、安全性・快適性が向上したとの意見が得られた
・また、自転車の利用ルールや利用促進の啓発効果もあるものと考えられる
・一方、路面マークの汚れ等の目立たなさや案内板の安全性、整備から１年が経過したことによ

 る印象の低下などの課題が挙げられた

（７）まとめ

整理項目 結果概要

①分離の

 
効果

認知状況 ・自転車、歩行者ともよく認知されている（８０％以上）

遵守

状況

動画分析 ・整備前に比べ遵守率が向上している（約８０％へ）

アンケート調査
・自転車、歩行者とも遵守率が高い

（約７０％～８０％となり動画分析とも概ね整合）

誘導方法
・各デバイスとも分りやすいと評価されている（約７０％以上）

・路面標示は

 

目立たない、汚れている

 

等の課題がある

②安全性

 
・快適性

 
の向上

近接状況 ・自転車と歩行者の近接したすれ違いの回数が減少し安全性が向上

安全性
・自転車、歩行者とも安全性が向上した、走りやすくなったと感じてい

 
る（半数以上）

・整備直後に比べ、どちらでもないとの回答が増加

・案内板は

 

邪魔・危険

 

等の課題がある
快適性

③利用意

 
識の変化

ルールに対する意識 ・整備によりルールを意識するようになった（半数以上）

利用機会
・自転車、歩行者ともこのような整備が進めばもっと自転車を利用し

 
たいと考えている（半数以上）



２２．．国道２号の整備効果について国道２号の整備効果について
（８）課題に対する対応方針

●見えやすい材質等の検討●見えやすい材質等の検討

⇒見えやすい目立つ色

⇒汚れにくい材質

⇒ルールを明示・

強調するデザイン
 

等

●分離案内板の安全対策●分離案内板の安全対策

⇒夜間でも見えやすい反射材等の使用

⇒地域の状況（交通量・利用者層等）

に応じた設置の可否の検討
 

等

▼国道２号の現在の状況



３．自転車利用促進策について



３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

・自転車走行空間整備計画では自転車の利用促進と安全確保を実現することで“自転車の似合

 うまち福山”を目指している。

 ・そのためには、環境整備（ハード）とあわせたソフト施策が必要である。

・自転車走行空間整備計画では自転車の利用促進と安全確保を実現することで“自転車の似合

 うまち福山”を目指している。
・そのためには、環境整備（ハード）とあわせたソフト施策が必要である。

（１）自転車利用の将来像

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画に掲げられる将来像

環
境
整
備
（
ハ
ー
ド
）

安全性の
アピール

安全性の
アピール

快適性の
アピール

快適性の
アピール

ルール徹底
マナーの向上

ルール徹底
マナーの向上

【目標】

・自転車利用者
 の増大

 ・歩行者、自転
 車の安全確保
 

【目標】

・自転車利用者
 の増大

・歩行者、自転
 車の安全確保

【目指すべき

将来像】

“自転車の

似合うまち

福山”

【目指すべき

将来像】

“自転車の

似合うまち

福山”

ハード整備だけで利用を促進することは難しく
ソフト施策と組み合わせた対策が必要

アンケート調査により
ソフト施策の方向性を分析



（２）利用促進に関するアンケート調査の実施

調査
目的

・将来像や利用者像について利用者の意識を把握
・現在の利用者や今後利用者となり得る人の特性、新たな利用の可能性等を把握

調査
内容

①自転車の課題・将来像
・自転車で改善すべき課題（活用の方向性）
・文化構築の方向性（重要な取り組み）

②現在の利用状況等
・普段の利用目的、頻度
・福山の自転車のイメージ
・自転車を利用することに対して感じるメリット

③新たな自転車利用の意向
・考えられる目的、パターン
・実施可能性

④その他
・ルールの認知度
・主体的な取り組みの意向
・ヒヤリ体験箇所、危ないと感じる場所

 

等

①街頭ヒアリング調査 ②ポスティング調査 ③Web調査

調査方法
・中心部を通行する自転車、

 
歩行者への聞き取り調査

・中心部の一般家庭へ（3000戸）

 
のポスティング

・市内全域へのWebモニターに

 
対するアンケート調査

調査日時
平成24年1月14日（土） 配布：平成24年1月26日

回収：平成24年2月3日まで
配信：平成24年2月上旬

回収票数 477票 259票 400票

▼アンケート調査の目的・内容

・現在の利用状況や今後の利用意向、自転車に対する意識等を把握するため、ネットワークエリ

 ア内・外で利用促進に関するアンケート調査を実施

 

・現在の利用状況や今後の利用意向、自転車に対する意識等を把握するため、ネットワークエリ

 ア内・外で利用促進に関するアンケート調査を実施

▼調査方法

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



（２）利用促進に関するアンケート調査の実施

年齢 性別 職業

居住地 ベスト運動の認知度・登録

－

▼回答者属性

・ヒアリング調査では、年齢・職業・性別ともに、隔たりが少ない
・ポスティングでは高齢者層が、Webでは30～40歳台の会社員層が比較的多い
・Web調査では、ベスト運動の認知度が高い

・ヒアリング調査では、年齢・職業・性別ともに、隔たりが少ない
・ポスティングでは高齢者層が、Webでは30～40歳台の会社員層が比較的多い
・Web調査では、ベスト運動の認知度が高い

18% 13%

5%

7%

12%

17%

30%

9%

16%

37%

16%

16%

18%

18%

22%

9%

11%

19%

1%

2%

4% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街頭ヒアリング調査

（N=475)

ポスティング調査

（N=254)

Web調査

（N=400)

～10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

45%

48%

61%

55%

52%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街頭ヒアリング調査
（N=472)

ポスティング調査
（N=253)

Web調査
（N=400)

男性 女性

42%

100%

48%

23% 35%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街頭ヒアリング調査
（N=433)

ポスティング調査
（N=259)

Web調査
（N=400)

ネットワークエリア内 福山市内ネットワークエリア外

福山市外

7%

11%

7%

3%

5%

6% 86%

81%

66%

10%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街頭ヒアリング調査
（N=469)

ポスティング調査
（N=254)

Web調査
（N=400)

会員 知っている 名前は聞いたことがある 知らない

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

27%

38%

65%

25% 29%

31%

17%

14%

19%

10%

5%

8%

9%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街頭ヒアリング調査
（N=432)

ポスティング調査
（N=240)

Web調査
（N=400)

会社員等 学生 主婦 職を持たない高齢者等 その他



（３）利用促進に関するアンケート調査結果 ①自転車の課題・将来像①自転車の課題・将来像

・身近な自動車からの転換による自転車の利用促進が求められるとともに、自転車文化構築に

 向けて安全性・快適性の向上が求められている

 ・自転車走行空間整備計画に掲げられる目標と市民意識が一致している

・身近な自動車からの転換による自転車の利用促進が求められるとともに、自転車文化構築に

 向けて安全性・快適性の向上が求められている
・自転車走行空間整備計画に掲げられる目標と市民意識が一致している

▼自転車の活用方法

 （自転車で解決すべき課題）

▼自転車文化構築に重要なこと

485

408

357

264

89

80

108

0 200 400 600

自動車による渋滞の解消

CO2排出量の削減

中心市街地活性化・地域振興

市民の健康の増進

観光振興

来訪者の増加（買物等）

その他

（人）

N=1094

578

523

517

137

119

91

22

0 200 400 600

安全・快適

通行ルールの定着

マナーの浸透、ゆずりあい

自転車利用の浸透

地域のライフスタイルとしての

浸透、認知・発信

一貫した視覚イメージ

（標識や案内等）

洗練されたデザイン・

かっこよさ（車体・案内等）

（人）

N=1117

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・利用目的では、買物が最も多く、次いで遊び、通勤での利用が多い
・頻度を考慮した場合、同様に買物が最も多いが、通勤・通学の利用が多い

・利用目的では、買物が最も多く、次いで遊び、通勤での利用が多い
・頻度を考慮した場合、同様に買物が最も多いが、通勤・通学の利用が多い

▼自転車の利用目的 ▼頻度を考慮した利用回数

 
（人・回／週）

ネ
ッ
ト
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ー
ク
エ
リ
ア
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
外

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
外

（３）利用促進に関するアンケート調査結果
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43

19
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0 100 200 300 400

買物

遊び

通勤

通院

通学

観光

利用しない

(人）

N=624
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22

176

0 100 200 300 400

買物
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通学

観光

利用しない

(人）

N=457

847
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559

75
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9
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通学

観光

（人・回/週）

302
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7

191

3

0 200 400 600 800 1000

買物

遊び
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通学

観光

（人・回/週）

②現在の利用状況等②現在の利用状況等

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・会社員、公務員では、通勤に加えて買物や遊びでの利用が多い一方、利用しない人も多い
（利用する人は多くの目的で利用する傾向がある）

・主婦では、買物利用が特に多くなっている

・会社員、公務員では、通勤に加えて買物や遊びでの利用が多い一方、利用しない人も多い
（利用する人は多くの目的で利用する傾向がある）

・主婦では、買物利用が特に多くなっている

▼職業別の自転車の利用目的

会社員等 学生 主婦

職を持たない高齢者等 その他 －

－

（３）利用促進に関するアンケート調査結果

（人）
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1

20
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（人）
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②現在の利用状況等②現在の利用状況等
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・「安全性」や自転車の「利用マナー」についてのイメージが特に悪い
・「かっこよさ」や「文化レベルの高さ」については、どちらでもないが特に多い

・「安全性」や自転車の「利用マナー」についてのイメージが特に悪い
・「かっこよさ」や「文化レベルの高さ」については、どちらでもないが特に多い

▼福山の自転車に対するイメージ

ネットワークエリア内 ネットワークエリア外

Ｑ）：福山での自転車に対して、どのようなイメージをもたれていますか？

②現在の利用状況等②現在の利用状況等（３）利用促進に関するアンケート調査結果
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16%

14%

16%

12%

39%

30%

71%

61%

41%

47%

11%

24%

2%

6%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全性（N=248）

マナー（N=249）

かっこよさ（N=248）

レベルの高さ（N=246）

とても良い 良い どちらでもない 悪い とても悪い
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ネットワークエリア内 ネットワークエリア外

利用の

 目的

主な

行き先

・市内の買い物・娯楽施設（スーパー・コンビニ等）

・公園・サイクリングコース（公園・福山城・鞆の浦等）

・観光地（しまなみ海道・尾道等）

 

等

233

196

97

37

24

2

70

0 50 100 150 200 250

買物

遊び

観光

通勤

通院

通学

その他 N=631

（人）

・買物や遊び、観光といった私事・娯楽的な利用に対して新たな利用が見込まれる
・通勤や通学など、日常的な利用は比較的少ない

・買物や遊び、観光といった私事・娯楽的な利用に対して新たな利用が見込まれる
・通勤や通学など、日常的な利用は比較的少ない

▼新たな利用が見込まれる目的
Ｑ）：新たに自転車を利用するとしたら、どんな目的で利用しますか？

（３）利用促進に関するアンケート調査結果

157

139

74

26

18

6

31

0 50 100 150 200 250

買物

遊び

観光

通勤

通院

通学

その他

（人）

N=461

運動、サイクリング、

 
習い事、図書館

 

運動、サイクリング、

 
習い事、図書館 運動、ダイエット、

 
散歩

 

運動、ダイエット、

 
散歩
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・いずれの職業でも、買物・遊び・観光の娯楽的な利用が多い
・主婦では、その他（サイクリング・運動など）が比較的多くなっている

・いずれの職業でも、買物・遊び・観光の娯楽的な利用が多い
・主婦では、その他（サイクリング・運動など）が比較的多くなっている

会社員等 学生 主婦

職を持たない高齢者等 その他 －

－

（３）利用促進に関するアンケート調査結果

▼職業ごとの新たな利用の目的

49

5

1

21

110

28

95

0 20 40 60 80 100 120

買物

遊び

観光

通勤
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その他

（人）

N=410
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14

1

11

0 5 10 15 20 25

買物

遊び
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その他

（人）

N=81

25

7

24

44

3

59

0 10 20 30 40 50 60

買物

遊び
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通勤
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通学

その他

（人）

N=201

7

6

9

23

1

26

0 5 10 15 20 25 30

買物
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その他

（人）
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10

3

17
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（人）

N=69
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・ほぼ全ての職業において健康が自転車に感じる最も大きなメリットとなっており、これらについて

 アピールしていくことが重要と考えられる

 ・学生では自転車の速達性にメリットを感じている人が多い

・ほぼ全ての職業において健康が自転車に感じる最も大きなメリットとなっており、これらについて

 アピールしていくことが重要と考えられる
・学生では自転車の速達性にメリットを感じている人が多い

（３）利用促進に関するアンケート調査結果

▼職業ごとの自転車利用に対して感じているメリット

会社員等 学生 主婦

職を持たない高齢者等 その他 －

－

N=461
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25
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健康に良い
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（人）
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（人）
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その他

（人）
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（人）
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・新たな利用について約半数が実際にあると回答しており、利用促進の可能性は高いと考えられる
・実際には利用しないと回答した人の課題として、買物・遊び等の娯楽的利用では「利用できる自

 転車がない」が多く、ネットワークエリア外では「疲労・体への負担が大きい」が多い

 

・新たな利用について約半数が実際にあると回答しており、利用促進の可能性は高いと考えられる
・実際には利用しないと回答した人の課題として、買物・遊び等の娯楽的利用では「利用できる自

 転車がない」が多く、ネットワークエリア外では「疲労・体への負担が大きい」が多い

▼新たな利用の実施可能性 Ｑ）：新たな目的での利用は、実際にありそうですか？

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
外

（３）利用促進に関するアンケート調査結果
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遊び(N=18)

観光(N=14)

通勤(N=6)

通院(N=4)

通学(N=1)

その他(N=3)

（人）

利用できる自転車がない 天候に左右される

危険なため利用したくない 疲労、体への負担が大きい

通行しやすいルートがない 時間がかかりすぎる

安心して自転車を止められる場所がない その他

【「たぶんない」・「ない」

 

と回答した理由】

【「たぶんない」・「ない」

 

と回答した理由】
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

買物（N=220）

遊び（N=187）

観光（N=96）
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22% 30% 9% 17%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買物（N=151）
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通勤(N=6)

通院(N=2)

通学(N=1)

その他(N=12)

（人）

利用できる自転車がない 天候に左右される

危険なため利用したくない 疲労、体への負担が大きい

通行しやすいルートがない 時間がかかりすぎる

安心して自転車を止められる場所がない その他
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・全年齢ともに、自転車の原則車道通行、歩道での歩行者優先等の道路上の通行ルールに対す

 る認知度が低い

 ・若年層や高齢者層のルール認知度が低い

・全年齢ともに、自転車の原則車道通行、歩道での歩行者優先等の道路上の通行ルールに対す

 る認知度が低い
・若年層や高齢者層のルール認知度が低い

▼ルール・マナー認知度（年齢別）

夜間ライト点灯 飲酒運転・二人乗りの禁止 車道は左側を通行

自転車は原則車道通行 歩道は歩行者を優先 －

-

Ｑ）：以下のルールやマナーについて知っていますか？

（３）利用促進に関するアンケート調査結果
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年齢別 ベスト運動の認知度別

・約３割の人が、自転車文化の構築に向けて主体的に取り組みたいと回答している
・３０～４０歳代や、ベスト運動の認知度が高いほど取り組み意向が高く、企業やベスト運動との

 連携が重要と考えられる

 

・約３割の人が、自転車文化の構築に向けて主体的に取り組みたいと回答している
・３０～４０歳代や、ベスト運動の認知度が高いほど取り組み意向が高く、企業やベスト運動との

 連携が重要と考えられる

▼自転車に対する主体的な取り組みの意向
Ｑ）：自転車文化の構築に向けて何か行動してみたいと思いますか？

（３）利用促進に関するアンケート調査結果
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とても思う 思う どちらでもない 思わない まったく思わない
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知っている
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名前は聞いたことがある
（N=120)

知らない
（N=832)

とても思う 思う どちらでもない 思わない まったく思わない

④その他④その他
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・国道２号の各交差点部、福山駅箕島線、福山鞆線等の幹線道路に事故が集まっている
・特に、国道２号郵便局前交差点周辺での事故が多い

・国道２号の各交差点部、福山駅箕島線、福山鞆線等の幹線道路に事故が集まっている
・特に、国道２号郵便局前交差点周辺での事故が多い

▼自転車事故発生箇所（自転車関連）

（３）利用促進に関するアンケート調査結果

※広島県警資料より参照

※2009-2011に発生した自転車が

 
関わった事故を抽出して図化

④その他④その他

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

福山駅箕島線

福山鞆線

神島橋

水
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大
橋

福山駅

東福山駅

182182

２２

313313

 5件～
 2件～4件
 1件



福山駅箕島線

福山鞆線

神島橋

福山駅

2

313

182

東福山駅

98

福山駅箕島線

・危険指摘箇所は、福山駅前や、国道313号等に集中
・福山駅箕島線では交通量、西町東深津町１号線や国道313号では幅員に対する指摘が多い

・危険指摘箇所は、福山駅前や、国道313号等に集中
・福山駅箕島線では交通量、西町東深津町１号線や国道313号では幅員に対する指摘が多い

▼危険指摘箇所（歩行者）

（３）利用促進に関するアンケート調査結果 ④その他④その他

危険と感じる理由
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路上駐輪等の障害物が多い

路面の段差が多い

交差点などで見通しが悪い

その他

（件）

危険と感じる理由
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その他

（件）

危険と感じる理由
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歩行者、自転車の交通量が多い

路上駐輪等の障害物が多い

自動車の交通量が多い

歩道や路肩が狭い
地下道など高低差があり
連続的に通行できない

その他

（件）

危険と感じる理由
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歩道や路肩が狭い

歩行者、自転車の交通量が多い

路上駐輪等の障害物が多い

（件）

危険と感じる理由
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自動車の交通量が多い

歩道や路肩が狭い

歩行者、自転車の交通量が多い

交差点などで見通しが悪い

その他
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３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

凡例

　　　　： 1件

　　　　：15件

　　　　：10件

　　　　： 5件

　　　　： 1件

: 歩行者、自転車の交通量が多い

: 自動車の交通量が多い

: 歩道や路肩が狭い

: 路上駐輪等の障害物が多い

: 路面の段差が多い

: 交差点などで見通しが悪い

: その他・不明

: 複数理由

（指摘件数） （指摘理由）

: 地下道など高低差があり連続的に通行できない
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・前項までのアンケートについて項目ごとに主要な意見を整理
・アンケート結果の概要から考慮すべきターゲット等について整理

・前項までのアンケートについて項目ごとに主要な意見を整理
・アンケート結果の概要から考慮すべきターゲット等について整理

（４）自転車利用促進策の考え方

使いやすい娯楽的な利用を
きっかけに通勤等の

日常的な利用につなげる

使いやすい娯楽的な利用を
きっかけに通勤等の

日常的な利用につなげる

▼アンケート結果の概要

整理項目 主な結果

①自転車の

課題・将来像

・自動車による渋滞の解消や

CO2削減が求められている

②現在の

利用状況

・買物での利用が多い

・会社員等は多くの目的で利

用している傾向が見られる

③新たな自転車

 
の利用意向

・買物や遊び、観光の娯楽的

な利用が多い

・利用促進の可能性は高い

④その他

・自転車の安全性、マナーに

関するイメージが悪い

・高齢者、若年層でのルール

の認知度が低い

・通行方法に関する認知度が

低い

▼交通円滑化を実現するための自転車利用

 促進において主に考慮すべきターゲット等

現在利用している人の
利用方法を改善し
安全・マナーを向上

現在利用している人の
利用方法を改善し
安全・マナーを向上



・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

 

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

（４）自転車利用促進策の考え方

環
境
整
備
（
ハ
ー
ド
）

安全性の
向上・アピール

安全性の
向上・アピール

快適性の
向上・アピール

快適性の
向上・アピール

ルール徹底
マナーの向上

ルール徹底
マナーの向上

【目標】

・自転車利用者
 の増大

 ・歩行者、自転
 車の安全確保
 

【目標】

・自転車利用者
 の増大

・歩行者、自転
 車の安全確保

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画に掲げられる将来像

今自転車を利用している人

の安全な利用を促進

今自転車を利用している人

の安全な利用を促進

福山都市圏の交通円滑化の実現福山都市圏の交通円滑化の実現

使いやすい利用を

きっかけとし、日常的な

自転車利用につなげる

使いやすい利用を

きっかけとし、日常的な

自転車利用につなげる

各世代を対象として

ルール・マナーを定着

各世代を対象として

ルール・マナーを定着

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

 

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

安
全
性
の
向
上
・
ア
ピ
ー
ル

安
全
性
の
向
上
・
ア
ピ
ー
ル

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画に掲げられる将来像

安全性を

高める

安全性を

高める

安全な所を

使ってもらう

（有効活用）

安全な所を

使ってもらう

（有効活用）

知って

もらう

知って

もらう

促す促す

安全に

使う

安全に

使う

環境整備環境整備

①正しいルール

 の周知、安全

 な利用の啓発

 

①正しいルール

 の周知、安全

 な利用の啓発

②安全・快適な

 ルート、コース

 を紹介する自

 転車マップ

 

②安全・快適な

 ルート、コース

 を紹介する自

 転車マップ

利用促進の方向性利用促進の方向性 促進策イメージ促進策イメージ

通行方法についての認知度

が低い

通行方法についての認知度

が低い

R2、福山駅箕島線等で自動

車との事故が多発
駅前、R313等に自転車・歩

行者とのヒヤリ箇所が集中

R2、福山駅箕島線等で自動

車との事故が多発
駅前、R313等に自転車・歩

行者とのヒヤリ箇所が集中

安全性、マナーに対するイメー

ジが悪い

安全性、マナーに対するイメー

ジが悪い

アンケート調査結果アンケート調査結果

将来に向けて安全性向上が

求められている

将来に向けて安全性向上が

求められている

①課題・将来像／将来像①課題・将来像／将来像

②利用状況等／イメージ②利用状況等／イメージ

④利用状況等／ルール認知度④利用状況等／ルール認知度

④その他／危険箇所④その他／危険箇所

（４）自転車利用促進策の考え方

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

 

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

快
適
性
の
向
上
・
ア
ピ
ー
ル

快
適
性
の
向
上
・
ア
ピ
ー
ル

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画に掲げられる将来像

快適

 性を

 高める

快適

 性を

高める

有効

活用

有効

活用

知って

もらう

知って

もらう

促す促す

買物、遊び、観光で利用意向が高い
会社員は通勤、買物、遊び等の意向が高い
主婦は通院や運動等の意向が高い

買物、遊び、観光で利用意向が高い
会社員は通勤、買物、遊び等の意向が高い
主婦は通院や運動等の意向が高い

快適なしく

 みをつくる

 

快適なしく

 みをつくる

環境整備環境整備

利用促進の方向性利用促進の方向性 アンケート調査結果アンケート調査結果 促進策イメージ促進策イメージ

③商店街等と連携した

 
施策の検討

④買物や観光にも使え

 
るレンタサイクル充実

⑤公共交通との連携強化

⑥自転車の魅力を伝え

 
るイベントの実施

⑦ベスト運動・企業と連

 
携した後押し

②安全・快適なルート、コ

 
ースを紹介する自転車

 
マップ

どの属性でも健康とお金に魅力を感じるどの属性でも健康とお金に魅力を感じる

どの属性でも買物での利用が多い
自転車を利用する会社員は多目的に利用

どの属性でも買物での利用が多い
自転車を利用する会社員は多目的に利用

②利用状況等／目的②利用状況等／目的

③新たな利用意向／目的③新たな利用意向／目的

市内商業施設、駅前周辺へのニーズ
福山城や鞆の浦等のニーズも高い

市内商業施設、駅前周辺へのニーズ
福山城や鞆の浦等のニーズも高い

③新たな利用意向／場所③新たな利用意向／場所

②利用状況等／メリット②利用状況等／メリット

エリア内で新たな利用可能性が高い
買物・遊びで使える自転車がないことが課題

エリア内で新たな利用可能性が高い
買物・遊びで使える自転車がないことが課題

③新たな利用意向／可能性・課題③新たな利用意向／可能性・課題

ベスト運動の認知度が高いほど意識が高いベスト運動の認知度が高いほど意識が高い
④その他／取り組み意向④その他／取り組み意向

買物等から通勤へ波

 
及を促す情報連携

 

買物等から通勤へ波

 
及を促す情報連携

娯楽・買物
利用を促進

娯楽・買物
利用を促進

利用しやすい

 
自転車確保

 

利用しやすい

 
自転車確保

きっかけと、通勤利用

 
へのﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞｰ化

 

きっかけと、通勤利用

 
へのﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞｰ化

ベスト運動等を通

 
じた一貫的啓発

 

ベスト運動等を通

 
じた一貫的啓発

（４）自転車利用促進策の考え方

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



ル
ー
ル
徹
底
・
マ
ナ
ー
向
上

ル
ー
ル
徹
底
・
マ
ナ
ー
向
上

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

 

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

▼福山都市圏自転車走行空間整備計画に掲げられる将来像

正しい

ルール・マナーを

浸透させる

正しい

ルール・マナーを

浸透させる

みんなで

ルール・マナーを

守る

みんなで

ルール・マナーを

守る
30～40歳代で比較的取り組み

意識が高い
ベスト運動の認知度が高いほ

ど意識が高い

30～40歳代で比較的取り組み

意識が高い
ベスト運動の認知度が高いほ

ど意識が高い

利用促進の方向性利用促進の方向性 現状把握結果現状把握結果 促進策イメージ促進策イメージ

⑧若年層からの

 継続的な教育・

 意識づくり

⑨企業・地域団

 体・市民参加に

 よる啓発活動

通行方法の認知度が低い
特に、若年層や高齢者の認知

度が低い

通行方法の認知度が低い
特に、若年層や高齢者の認知

度が低い

②利用状況等／ルール認知度②利用状況等／ルール認知度

安全性、マナーに対するイメー

ジが悪い

安全性、マナーに対するイメー

ジが悪い

②利用状況等／イメージ②利用状況等／イメージ

④その他／取り組み意向④その他／取り組み意向

（４）自転車利用促進策の考え方

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

①正しいルールの

 周知、安全な利

 用の啓発

 

①正しいルールの

 周知、安全な利

 用の啓発



・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

 

・前項までの現在の自転車利用状況や市民の意識を踏まえ、利用促進の考え方や利用促進策

 のイメージを整理

（５）利用促進策（イメージ）

①正しいルールの周知、安全な利用の啓発

利用促進策イメージ

②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ

③商店街等と連携した施策の検討

④買物や観光にも使えるレンタサイクル充実

⑤公共交通との連携強化

⑥自転車の魅力を伝えるイベントの実施

⑦ベスト運動・企業と連携した後押し

⑧若年層からの継続的な教育・意識づくり

⑨企業・地域団体・市民参加による啓発活動

環
境
整
備
（
ハ
ー
ド
）

安全性の
向上・アピール

安全性の
向上・アピール

快適性の
向上・アピール

快適性の
向上・アピール

ルール徹底
マナーの向上

ルール徹底
マナーの向上

利用促進の方向性

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・ルールの認知度向上・定着を目指し、認知度が低い道路の通行方法等のルールを中心に、視

 覚的に理解しやすいようなチラシやマップなどを作成・配布することを検討

 ・継続的、確実に市民の目に入る市広報誌等と連携した周知を検討

・ルールの認知度向上・定着を目指し、認知度が低い道路の通行方法等のルールを中心に、視

 覚的に理解しやすいようなチラシやマップなどを作成・配布することを検討
・継続的、確実に市民の目に入る市広報誌等と連携した周知を検討

①正しいルールの周知、安全な利用の啓発①正しいルールの周知、安全な利用の啓発

▼通行ルールのチラシの例 ▼通行ルールマップの例

【資料：練馬区HP】 【資料：松本市HP】

中心部路線の
規制状況や通行方法

 
を周知

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・中心部での通勤や買物等での自転車利用を促すため、日常的な利用に適した走行性・安全性

 の高いルート情報や継続利用による健康効果を啓発するマップの作成を検討

 ・特に利用の可能性が高い買物・遊び・観光等を促す施設情報等との連携を検討

・中心部での通勤や買物等での自転車利用を促すため、日常的な利用に適した走行性・安全性

 の高いルート情報や継続利用による健康効果を啓発するマップの作成を検討
・特に利用の可能性が高い買物・遊び・観光等を促す施設情報等との連携を検討

②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ

▼自転車マップの作成例

【資料：自転車まちづくり研究会】

【参考】自転車利用をしていて楽しいとき

Ｑ）：自転車を利用していて楽しいのはどんなとき

 
ですか？

多
数
意
見

・気候が良いときは楽しい

・景色がいいところを走っているときは楽しい

・整備された走りやすい道を走っているときは

 
楽しい

・誰かと一緒に走っているときは楽しい

少
数
意
見

・高いマウンテンバイクを買ってもらったのでい

 
つも楽しい

・近場ならどこへでも行けるのが楽しい

・ダイエットできていそうな気がして楽しい

・前の自転車を追い抜くと楽しい

中心部の商業施設や
周辺の駐輪場

通行ルールを掲載

広域のサイクリング

 
ロードや見所を掲載

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・自転車による買物や中心部への来訪を促すため、自転車利用者への買物時の割引きや、自転

 車駐車場代の割引き等を検討

 

・自転車による買物や中心部への来訪を促すため、自転車利用者への買物時の割引きや、自転

 車駐車場代の割引き等を検討

③商店街と連携した施策の検討③商店街と連携した施策の検討

▼商店街との連携策の例 ▼商店の駐輪場割引サービス

【資料：フェアトレードサイクリング実行委員会（東京）】

【資料：CRED OKAYAMA

 

HP（岡山市）】

フェアトレード商品
取扱店と自転車利用

イベントで自転車戦略に
特典を提供

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・中心部での買物の利便性・回遊性を高めるため、レンタサイクルの拠点の増設・コミュニティサ

 イクル化を検討

 ・家族での行楽や観光に利用しやすい、観光レンタサイクルの導入を検討

・中心部での買物の利便性・回遊性を高めるため、レンタサイクルの拠点の増設・コミュニティサ

 イクル化を検討
・家族での行楽や観光に利用しやすい、観光レンタサイクルの導入を検討

④買物や観光にも使えるレンタサイクル充実④買物や観光にも使えるレンタサイクル充実

▼観光レンタサイクルの例▼コミュニティサイクルの例

【資料：堺市観光レンタサイクル（サイクルライフ「さ・か・い」）】

  

【資料：岡山市コミュニティサイクル】

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・公共交通との連携により利便性を高めるため、サイクルアンドバスライドやサイクルトレインの

 導入を検討

 ・レンタサイクルや駐輪場を、バス等のＩＣカートで気軽に利用できるしくみの検討

・公共交通との連携により利便性を高めるため、サイクルアンドバスライドやサイクルトレインの

 導入を検討
・レンタサイクルや駐輪場を、バス等のＩＣカートで気軽に利用できるしくみの検討

⑤公共交通との連携強化⑤公共交通との連携強化

▼公共交通ＩＣカード利用できるレンタサイクルの例

▼サイクルトレインの例

【資料：瀬戸内サイクリングツーリズム協議会】 【資料：高松市レンタサイクル新システムの概要】

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

▼サイクルアンドバスライドの例

【資料：神奈川県】



・自転車の機動力や快適性を知り、体験するきっかけとなるイベントの実施を検討
・鞆の浦等の観光資源を活用したサイクリング大会の実施を検討

・自転車の機動力や快適性を知り、体験するきっかけとなるイベントの実施を検討
・鞆の浦等の観光資源を活用したサイクリング大会の実施を検討

⑥自転車の魅力を伝えるイベントの実施⑥自転車の魅力を伝えるイベントの実施

▼サイクルイベントの例 ▼サイクリング大会の例

シンポジウム

トークショー BMXショー

試乗会

【資料：香川自転車ワールドフェスタ2007】

【資料：来島海峡大橋
サイクリング大会】

地域ブランド自転車の販売

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・地域に根づいたベスト運動の一環として、自転車利用ルール周知や情報提供の実施を検討
・通勤等の日常利用を促進するため、ベスト運動協賛企業などと連携し、企業による自転車通勤

 に対するサポートを促すことを検討

 ・積極的に実施する企業をホームページで紹介するなどの広報支援を検討

・地域に根づいたベスト運動の一環として、自転車利用ルール周知や情報提供の実施を検討
・通勤等の日常利用を促進するため、ベスト運動協賛企業などと連携し、企業による自転車通勤

 に対するサポートを促すことを検討
・積極的に実施する企業をホームページで紹介するなどの広報支援を検討

⑦ベスト運動・企業と連携した後押し⑦ベスト運動・企業と連携した後押し

▼自転車通勤推進に関する企業の取組み事例 【参考】

 

ベスト運動の仕組み

【資料：福山都市圏交通円滑化総合計画

 
（ベスト運動）】

■自転車通勤サポート設備の整備
●月額５,０００円の自転車通勤手当支給
●従業員のための管理人付き駐輪場（３５０台）
●個人用ロッカー、シャワールームを駐輪場の上に整備
●自転車空気入れの設置、ヘルメット半額補助

シマノ（大阪府堺市）

従業員の約３割（２４０人）が自転車通勤
体重が平均で１.７kg・体脂肪は１.６%減少

（週３回以上自転車通勤した人）

名古屋市役所

●短距離（５ｋｍ以内）の自動車通勤手当を半額に改正

（２,０００円→１,０００円）

●職員に支給する自転車通勤手当を２倍に増額

（２,０００円→４,０００円）

自転車通勤者が約５０％増加
マイカー通勤が約２５％減少

●徒歩通勤手当（月1,000円）の新設
●自転車通勤手当の増額
●電動二輪車のレンタル

＜資料：ヤマハ発動機グループＣＳＲレポート＞

ヤマハ発動機（静岡県磐田市）

従業員の６８％が「エコ通勤」に参加

「エコ通勤」パンフレット

【資料：堺市／名古屋市／ヤマハ発動機】

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・自転車利用のマナーや愛着を醸成し、１８歳以上になっても自転車を利用し続けてもらえるよう

 に若年層からの継続的な教育の推進を検討

 

・自転車利用のマナーや愛着を醸成し、１８歳以上になっても自転車を利用し続けてもらえるよう

 に若年層からの継続的な教育の推進を検討

⑧若年層からの継続的な教育・意識づくり⑧若年層からの継続的な教育・意識づくり

▼若年層からの教育メニュー例

各年代への

啓発方針

学習テーマの

情報提供の内容

小学生
・基本的なルール

 
の理解

・自転車の良いところを知る

・正しいルールを知る

中学生

・安全や他人への

 
配慮

・自転車への愛着

・危険箇所や原因を調べる

・安全に利用する方法を考

 
える

高校生
・自転車の使い方

 
等を周

 

囲に発信

・通学、通勤マップの作成

・小学生に対する指導

大人

・ルール、マナーの

 
定着

・自転車に対するイ

 
メージの定着

・学生の取り組みを発信

・免許更新時講習等の機会

活用

▼自転車安全教育の事例

▼自転車マップの作成事例

【資料：全日本交通安全協会（岩手県）】

【資料：西淀川高校（大阪府）】

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・福山の自転車文化構築に向け、企業や市民参加による自転車の利用に関するルール・マナー

 の啓発方法等を検討

 

・福山の自転車文化構築に向け、企業や市民参加による自転車の利用に関するルール・マナー

 の啓発方法等を検討

⑨企業・地域団体・市民参加による啓発活動⑨企業・地域団体・市民参加による啓発活動

▼市町村共同の自転車ルール策定事例 ▼市民参加による自転車ルール・マナー啓発

利用者のルール
作る側のルールを

周辺自治体と
共同で策定

【資料：市民・自転車フォーラム】
【資料：三鷹市，府中市，小金井市】

（５）利用促進策（イメージ）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について

市民参加による
ルール・マナーの啓発



（６）今後の促進策の進め方

・今後は、実施しやすいもの、効果が見えやすいものについて施策の具体的な内容について検

 討を進める

 

・今後は、実施しやすいもの、効果が見えやすいものについて施策の具体的な内容について検

 討を進める

まず、実施が容易で、短期的に効果が見えやすいものを
 実施し、中長期の各施策への波及・連携を図る。

実施が

 容易なもの

短期的に

 効果が見えやす

 いもの

関係機関等の調整が容易で、

 コストが低いもの

 ◎：関係機関等との調整が簡単で、コストが低い

 
○：関係機関等との調整が難しい、またはコストが高い

 
△：関係機関等との調整が難しく、コストが高い

広範囲に分かりやすくアプローチでき、

 効果が行動等に現れやすいもの

 ◎：広く大規模に啓発が可能で、短期的な行動変容が期待できる

 
○：啓発範囲が限られる、または効果発現までに時間が必要

 
△：啓発範囲が限られ、効果発現に時間がかかる

検討すべき施策 抽出の観点

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・実施の容易さと効果の見えやすさを兼ね備える「マップ作成」、「正しいルールの周知」、「サイク

 ルイベントの実施」等について、来年度具体的な方策を検討

 

・実施の容易さと効果の見えやすさを兼ね備える「マップ作成」、「正しいルールの周知」、「サイク

 ルイベントの実施」等について、来年度具体的な方策を検討

施策 概要

検討すべき施策

備考
容易さ

効果の

見えやすさ

①正しいルールの周知、安全な利用の啓

 
発

・チラシ、広報誌等でルールの認知度を向上 ◎ ○

②安全・快適なルート、コースを紹介する

 
自転車マップ

・特に利用可能性が高い買物や遊び等を促すマ

 
ップ等を作成（⇒通勤等への波及）

◎ ◎

③商店街等と連携した施策の検討
・買物等利用等を促すため、商店街での自転車

 
利用者への割引き等を実施

△ ◎

④買物や観光にも使えるレンタサイクル

 
充実

・コミュニティサイクル化や家族で観光や行楽等

 
に利用できるレンタサイクルの導入

△ △

⑤公共交通との連携強化
・料金設定の面で自転車と公共交通を連携させ

 
ることにより利便性を向上

△ △

⑥自転車の魅力を伝えるイベントの実施 ・自転車の利便性を体験できるイベントの実施 ○ ◎

⑦ベスト運動・企業と連携した後押し
・企業と協力して従業員の自転車の利用を促進

 
するための情報提供を実施

△ △

⑧若年層からの継続的な教育・意識づくり
・学校教育の場を活用し、継続的な教育・啓発を

 
実施

○ ○

⑨企業・地域団体・市民参加による啓発

 
活動

・市民参加による自転車ルール、マナー啓発等 ○ △

（６）今後の促進策の進め方

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・今年度の調査結果等を踏まえると、安全利用を推進することを主な目的とし、ルール＋マナー

 定着、ゆずりあい等をキーワードにマップを作成することが考えられる

 

・今年度の調査結果等を踏まえると、安全利用を推進することを主な目的とし、ルール＋マナー

 定着、ゆずりあい等をキーワードにマップを作成することが考えられる

（６）今後の促進策の進め方

②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ

ルール＋マナー定着

 ・ゆずりあいによる

 安全利用の促進

利用を促す

 （利用場面の増加）

イメージ向上

 文化の構築

【目指すべき

将来像】

“自転車の似合う
 まち福山”

 

【目指すべき

将来像】

“自転車の似合う
 まち福山”

●自転車利用者の

 増大

●歩行者、自転車

 の安全確保

■マップの目的

●文化構築の方向性として

 
安全、ルール定着、
マナー浸透が求められる

●現在の、安全・マナーに
対するイメージが悪い

■主なターゲット

日常的に利用している人

 安全、マナーが問題になりやすい形態
郊外から市内中心部等

 への通勤・買物等

●会社員等は多目的

 
で利用

●買物の利用が最多

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



・前項の目的を踏まえ、正しいルールの周知、ゆずりあいの気持ちを醸成する情報等、考えられ

 る情報を整理

 

・前項の目的を踏まえ、正しいルールの周知、ゆずりあいの気持ちを醸成する情報等、考えられ

 る情報を整理

（６）今後の促進策の進め方

②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ

メッセージの主旨 掲載する情報 備考

ルール・マナー定

 着・ゆずりあいによ

 る安全利用の促進

正しい走行ルールの

 周知

・自転車の通行ルール

・ネットワーク上の通行方法、通行位置

安全・快適な利用の

 促進

・ネットワーク上の危険箇所

・走りやすい経路、走りにくい経路

ゆずりあいの
気持ちを醸成

・気をつけてほしい箇所を周知
⇒歩行者が多い箇所・危険指摘箇所
⇒自転車が多い箇所
⇒自動車との事故が多い箇所

利用を促す

 （利用場面の増加）

多目的の利用を促す ・サイクリングスポットの紹介

継続的な利用を促す ・自転車の健康効果の情報提供

その他 基礎情報
・自転車駐車場、自転車店舗等の施設

 情報

▼マップへの掲載情報イメージ

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について



福山自転車ネットワーク

ゆずりあいマップ

現在、環境問題や健康志向により、自転車が注目を集めていま
す。しかし、福山では自転車の事故や利用マナーが問題になって
おり、平成２２年に安全にみんなが利用できる“自転車の似合うま
ち福山”を目指して｢福山都市圏自転車走行空間整備計画」が策
定されました。
この自転車マップは、その中で示された自転車ネットワークを、

普段自転車を利用される方もそうでない方も正しく安全・快適に
使っていただけるように作成したものです。
一人が思いやりを持ってルール・マナーを守ると、その輪がみん

なに広がります。 是非、マップをご覧になり、楽しく、思いやり・ゆ
ずりあいのある自転車が似合うまち福山を目指しましょう。

マップの見方

■自転車ネットワークの走り方

■ゆずりあいゾーン

■施設等

福山城

広島県自転車安全利用５則
１ 自転車は，車道が原則，歩道は例外

２ 車道は左側を通行
３ 歩道は歩行者優先で，車道寄りを徐行

４ 安全ルールを守る
●飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
●夜間はライトを点灯
●交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５ 子どもはヘルメットを着用

歩道での通行ルール

①自転車に乗って歩道を通行できる場合
● 「自転車歩道通行可」の標識がある場合
● 13歳未満の子ども ，70歳以上の方，身体の不自由な

方が運転する場合
● 車道又は交通の状況から ，安全を確保するために歩

道を通行することがやむを得ない場合

②歩道における通行場所
●歩道の中央から車道よ りの部分
●道路標示によ り指定さ れている場合は，

その部分
※ 対向するほかの自転車と 行き違うと きは，

相手を右に見ながら避けまし ょう。

③ 大原則～歩行者優先
●すぐに停車すること ができ

る速度で徐行
●歩行者の通行を妨げるお

それのある場合には必ず
一時停止

：自転車駐車場 ：自転車店

：放置自転車禁止区域

：鉄道駅

：警察

：病院

：学校

：大型商業施設

：コンビニエンスストア

！

1622年（元和8年）水野勝成が備後10
万石の領主となって築いたお城です。
天守閣の内部は、歴代藩主の遺跡や
資料などを収蔵・展示する博物館として
公開されています。
《時間》9:30～17:00(入館は16:30まで) 
《定休日》月曜日（休日の場合は翌日）

サイクリングに

おススメ！

中央公園・学びの館ローズコム

複合的な機能を備えた図書館や駐車場を一体的
に整備し、２００８年（平成２０年）７月にオープンし
ました。 中心市街地の新たな魅力づくりと回遊性

の向上を図り、市民の生涯学習や文化活動、地域
交流などをサポートしています。
《時間》10：00～19：00（休日は18時まで）
《定休日》月曜日

サイクリングに

おススメ！

緑町公園・ローズアリーナ

福山市の花「ばら」を中心にした総合公園で、
５月中旬には「福山ばら祭り」が開催さ れます。
また、公園内のローズアリ ーナは屋内５０ｍ
プールや、アリ ーナとして子どもから大人まで
利用できる体育施設です。
《時間》9：00～22：00
《定休日》12月29日から翌年1月3日まで

歩行者に配慮して通行
（自転車歩行者専用道路）

左記以外の
路線

車道を左側通行
（歩道がない道路）

押し歩き（商店街）

比較的
走りやすい

歩道内を車道側走行
または車道を左側走行

（自転車歩行者通行可の
歩道がある道路）

歩行者に配慮して通行
（自転車歩行者専用道路）

左記以外の
路線

車道を左側通行
（歩道がない道路）

押し歩き（商店街）

比較的
走りやすい

歩道内を車道側走行
または車道を左側走行

（自転車歩行者通行可の
歩道がある道路）

：歩行者が危険を感じているエリアです。
歩行者への思いやりをもって通りましょう。

：自転車が多いエリアです。
自転車同士で譲り合いながら走りましょう。

：自動車との事故が起こりやすい箇所です。
自動車に十分注意して走りましょう。

：自転車で走ることができない商店街や地下道です。
自転車から降りて歩いてください。

自転車はあなたの健康にも効果的！
自転車は、自然と長い時間続けられ、有酸素運

動になるとため、ダイエットや健康のために役立
つ運動と考えられています。

マップの方眼線は１マスが約500mです。自転
車で行ってみると･･･

5kmなら

75ｋcal/約20分

9ｋcal/約6分

おにぎり半分

ＣＯ２

約1200g発生

サイクリングに

おススメ！

地下道あり

商店街◎

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

▼福山中心部自転車ネットワーク

・前項を踏まえ、中心部版のイメージを試作・前項を踏まえ、中心部版のイメージを試作

（６）今後の促進策の進め方

②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ②安全・快適なルート、コースを紹介する自転車マップ

自転車の通行ルール

 
※広島県警資料より

ネットワーク路線の

 自転車通行方法

ネットワーク上の

 危険箇所

 ⇒自転車の

 事故発生箇所

走りやすい経路

 ⇒幅員、段差、

 交通量により判定

 
※H23モニター走行調査結果より

ゆずりあいを促す

 箇所・内容

 
※H23アンケート調査結果等より

サイクリング

 スポットを紹介

 
※H23アンケート調査結果等より

自転車による

 消費カロリー情報

▼マップの作成イメージ（中心部版）

３３．．自転車利用促進策について自転車利用促進策について
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